近世後期の魚肥市場としての名古屋・四日市 by 曲田　浩和
??歴史・民俗




















































































































































































































































































































































































































































































































商人名 場所 文化９ 天保３ 天保９ 安政３ 安政５ 備考
師崎屋長兵衛 納屋町 ○ ● ◎ ○ ◎
万屋弥八 ○ ● ◎ ◎
中屋久兵衛 船入町 ○ ● ◎
半田屋助右衛門 ○ ● ◎
淀屋庄右衛門 ○ ● ◎ 天保３淀松（淀屋庄右衛門代松助）
時田金右衛門 船入町 ○ ● ○
大野屋藤七 納屋町 ○ ● ○
山名屋庄兵衛 大船町 ○ ● ○
信濃屋甚吉（甚平） 小船町 ○ ●
熊野屋（湯浅）伝吉 ○ ●
皆川屋庄蔵 納屋町 ○ ●
大橋屋次郎左衛門 船入町 ○ ▲ ○ 天保５千歳講加入
大鐘屋藤七 納屋町 ○ ○ ◎
清水太左衛門 納屋町 ○ ○ ○
見田七右衛門 納屋町 ○ ○ ○
岩間勘兵衛 船入町 ○ ○ ○
高津屋兵左衛門 ○ ○ 安政３高津屋兵左衛門→大川屋清七
小島屋庄右衛門 ○ ○
亀屋豊助 ○ △ 天保３亀屋喜兵衛→亀屋豊助
野間屋伊兵衛 ○ ◎
油屋次平 ○ ◎
油屋勘左衛門 船入町 ○ ◎












柏屋市兵衛 船入町 ○ ○
山名屋徳三郎 船入町 △ ● ○ 文化９油屋清助→山名屋徳三郎
米屋清兵衛 船入町 △ ○ 文化９内海屋伊左衛門→米屋清兵衛
美濃屋栄助 △ 文化９熊野屋清兵衛→美濃屋栄助
麻屋吉右衛門 茶屋町（五条町） ● ○ 安政６麻屋吉右衛門株→皆川増蔵
亀屋嘉兵衛（喜兵衛） 船入町 ○ ◎ ○ ◎
かと屋久平 堀詰町 ○
清水屋弥吉 納屋町 ◎ ○ ◎
鈴村屋庄兵衛 広井花車町 ◎ ○
皆川屋徳兵衛 納屋町 ○ ◎


















商人名 場所 文化９ 天保３ 天保９ 安政３ 安政５ 備考
小川屋専助 大船町 ○ ◎
本地屋富之助 納屋町 ○ ◎
天野屋吉太郎 船入町 ○ ◎
鈴村作左衛門 広井 ○ ◎















































































































































































































































































































































































商人名 天保３ 天保９ 安政３ 安政５ 備考
師崎屋長兵衛 ○ ◎ ○ ◎
亀屋喜兵衛（嘉兵衛） ○ ◎ ○ ◎









油屋勘左衛門 ◎ ◎ 文化 9
表２　名古屋米穀問屋（名古屋米穀世話方肝煎）からみた名古屋干鰯問屋（名古屋肥物世話方肝煎）との兼業表
??


























































































































































































































































































































































































































































































商人名 本拠地 米 雑穀 肥料 糠 菜種 油 銭 その他
水谷孫左衛門 北納屋町 ◯ ◯
平尾九右衛門 北納屋町 ◯ ◯










稲葉三右衛門 中納屋町 ◯ ◯
枡屋伊助 中納屋町 ◯ ◯ ◯ ◯
塩屋門七 中納屋町 ◯ ◯ ◯
大川孫治郎 桶町 ◯ ◯
米屋伊兵衛 南納屋町 ◯ ◯
米屋卯助 南納屋町 ◯
万屋権右衛門 浜町 ◯ ◯
吉高屋彦助 浜町 ◯






亀屋勘助 浜町 ◯ ◯
綿屋喜助 浜町 ◯
三好屋幸右衛門 中町 ◯ ◯ ◯
伊倉屋喜兵衛 新町 ◯ ◯ ◯
米屋宗左衛門 ◯ ◯ ◯























































































































（２）この常夜灯は 1954 年（昭和 29年）
に、松阪城搦手口に移設された（『伊勢
街道朝熊岳道 ･二見道 ･磯部道 ･青峰道
･鳥羽道』〈歴史の道調査報告書〉1986
年　三重県教育委員会）。
（３）「深川海辺大工町之内里俗銚子場絵図
面」東京都公文書館蔵（原直史『日本近
世の地域と流通』1996 年　山川出版社
所収）。
（４）日本福祉大学知多半島総合研究所編
　校訂斎藤善之・髙部淑子『尾張国名古
屋納屋町肥物問屋高松家史料師崎屋諸事
記』（1994 年　校倉書房）。
（５）拙稿「三河国荻原村糟谷縫右衛門家
と江戸干鰯問屋」（『知多半島の歴史と現
在』９号　1998 年　校倉書房）。
（６）石原佳樹「幕末期勢州四日市湊にお
ける干鰯・〆粕取引の一形態」（『知多半
島の歴史と現在』12号　2003 年　校倉
書房）。
（７）原直史「粕干鰯商売取扱方心得書－
江戸干鰯問屋の経営マニュアル」（『論集
きんせい』第 16号　1994 年）。
（８）「粕干鰯商売取扱方心得書」国立国会
図書館蔵（原直史前掲注（７））。
（９）村瀬正章「幕末期尾州半田村におけ
る一問屋商人の商品販売」『伊勢湾海運
史の研究』（1980 年　法政大学出版局）。
（10）三井伝左衛門家文書（武豊町歴史民
俗資料館蔵）、『愛知県史』（資料編 17　
尾東・知多　近世３　2010 年）。
（11）前掲（８）。
（12）『新修名古屋市史』（第４巻　1999 年）。
（13）「諸記」（文化３年～文化 12 年）（前
???
掲注（４）p124）。
（14）「肥物商之儀ニ付差繰候事済之一件留」
（野尻家文書　徳川林政史研究所蔵）。
（15）前掲注（14）。
（16）斎藤善之「干鰯問屋諸事控　解説」（前
掲注（４）p576）。
（17）「干鰯問屋諸事控」（文政 12 年～安
政６年）（前掲注（４）p577）。
（18）「干鰯問屋諸事控」（文政 12 年～安
政６年）（前掲注（４）p577・578）。
（19）「諸事記」（文政８年～天保７年）（前
掲注（４）p206）。
（20）「諸事記」（文政８年～天保７年）（前
掲注（４）p202）。
（21）大塚松蔭『名古屋肥料雑穀問屋組合
沿革史』（1929 年　名古屋肥料雑穀問
屋組合事務所）。　
（22）「諸事記」（文政８年～天保７年）（前
掲注（４）p219）。
（23）拙稿注（５）において、糟谷縫右衛門
家が干鰯取引を辞めたことから、家の衰
退として記述を行った。このことについ
て、木原克之氏より、家の衰退ではない
というご指摘をいただいた。それはその
通りである。問屋の休業・廃業は、兼業
状況を把握した上で考えるべきである。
（24）「諸事記」（文政８年～天保７年）（前
掲注（４）p203）。
（25）「諸事記」（文政８年～天保７年）（前
掲注（４）p206）。
（26）「諸事記」（文政８年～天保７年）（前
掲注（４）P225）。
（27）『新編一宮市史』（資料編八　1968 年）。
（28）「諸記」（天保 10 年～弘化４年（前
掲注（４）p299）。
（29）内田龍哉「幕末紀州藩における『加
太交易会所仕法』と関東魚肥市場」（『地
方史研究』193　1985 年）。
（30）「諸事記」（文政８年～天保７年）（前
掲注（４）p229）。
（31）「株仲間解放時の仲間の業種」（前掲
注（12）　325p ～ 328p）。
（32）「諸事記」（文政４年～文政 10年）（前
掲注（４）p157・158）。
（33）「干鰯問屋諸事控」（文政 12 年～安
政６年）（前掲注（４）P613・614）。
（34）『新編一宮市史』（資料編八　1968 年）。
（35）髙部淑子「戎講の成立と展開」（『知
多半島の歴史と現在』19　2015 年）。
（36）「御奉行所江出願写留」（天保 12年～
明治６年）（前掲注（４）P522）。
（37）加藤家旧蔵文書　日本福祉大学知多
半島総合研究所蔵。
（38）肥田家文書、肥田家は常滑村庄屋を
代々勤めた家である。肥田家文書につい
ては、『常滑市誌』（文化財編　1973 年）
に概要が記されている。
（39）斎藤善之「解説」『尾張国知多郡内
海内田佐七家文書目録』（1993 年　日
本福祉大学知多半島総合研究所）。
（40）内田佐七家文書（№ 147）。
（41）内田佐七家文書（№A-50-3）。
（42）内田佐七家文書（№ 161）。
（43）斎藤善之前掲注（１）。
（44）石原佳樹前掲注（６）。
（45）拙稿「巨大市場江戸の変貌」（『市場
と民間社会』〈新しい近世史３〉1996
年　新人物往来社）。
（46）『菰野町史』（上巻　1987 年）。
